コアメンバー会議　　　080915　＠国立阿蘇青少年の家　多目的研修室　１３：１０～　

【参加者】安渓遊　田島　右代　佐藤　高原　大住　矢原　飯沼　村上　佐久間　奥　山口  今村　松田　瀬尾　辻野　佐々木　石丸　川瀬　村上ゆ

湯本：環境史年表について　（関野プレゼン：GT-Timeの話）

年表といえば年表だけどちょっと思っているものとは違うという話をします．

最近GIS（地理情報システム）というものが進んでいる．あれの年表版を人間文化研究機構のほうで作っている．

関野プレゼンの説明．

湯本：時間情報というのはいろいろあります．それらをみんなまとめてみようということです．たとえば堆積コア，文書などのばらばらにある情報をまとめる．GISは地図にいろいろな情報をまとめてゆく．同じように時間軸でいろいろな情報をオーバーレイしていくシステムを人間文化研究機構で開発中です．

このシステムでは，データを時間軸で並べたり，並び替えたり，さまざまな暦（和暦・グレゴリオ暦など）を重ねたり，さまざまな時間軸・スケールをズームイン・ズームアウトするシステムである．データの検索や解析，マスクをかけることもできる．いわゆる年表データや堆積物コアデータ，順番だけのデータ（土器の編年）を解析できるようなシステムを作ろうとしている．

ガバナンスを考える上でもさまざまなスケールを含んでいるのでこのような解析手法が利用できる．本にする場合にはある一断面を切り出して表現する必要があるけれどもプロジェクトとしてはデータを積み込みたい．

安渓：ＧＴってなんですか？ソフトがダウンロードできるのですか？

辻野：関野さんに聞かないとわかりません。（人間文化研究機構HP参照http://www.nihu.jp/kyoyuka/databese.html#gt）

湯本：システムがでかいんですよ。システムにデータをつないでもらいます。

安渓：ぎりぎりだと間に合わない。

矢原：どういう「連携された機能」があるんですか？環境史を考えると地理情報は必須で、今までのツールを使っても石器の変遷や、人間が使ったものとか住居形態を系図の形で書ければ。ＧＩＳ上で系図を描けるソフトは今現在ありますよ。

安渓：どの時期を入力するの？日を細かくやるには？何万日目から何万日目まで、要するに目盛は細かいけどこのへん、という表現のしかたもできるか？

湯本：アバウトな情報も入れられるような仕組みを考えるつもりです。こういうことをはじめたいということをみなさんにまずお知らせして、環境史年表ワーキンググループのメンバーでこういうことを考えていくということをご紹介したかった。

安渓：間に合うなら賛成します。

松田：そのデータは誰が入力するの？

佐久間：これを使ってみなきゃいけないという大人の事情？

湯本：それはない。私たちの求めている重層的な入れ子の年表をつくるときにこういうのが必要。大人の事情はない。

安渓：既製のソフトのちょっとした組み合わせてできるようなことであればそうしたほうがいい。入力に手間もかかるので、あと半年でおわるときに「できました」といわれても困ります。身の丈にあったものを。

湯本：わかりました。環境史年表ＷＧではこれを使うかというところから考えます。

　では議題の2番目、商業出版の話。第1回の編集会議を行いました。（前回の議論内容の説明）

　会議後記録メモに沿って、巻ごとの現状確認。

2巻抱き合わせはやりにくいとの意見や議論があった。スタンダートにはまだならないものであるが、苦心苦悩が見え隠れする後進のための他山の石になるように．実験としての地域班●

チーム構成の最適解がそもそもあるのか不明．第6巻構成．

意外にこれでいけるのではないかという声もある．

シリーズのすごい本よりもこれ一冊を読めばわかるという本を作るべきだという話もあるけれども，総括的（総花的）のそしりを恐れずシリーズ本を提案する．

エッセンス的なものは個別に単行本，より専門的な内容は専門誌・国際誌などへ．

誰に売るのか．

生物多様性を全面に出している本ではないが、2010年COP10名古屋にあわせて売りたい．

１・６巻はまだ議論がなされていない．

２～５巻は例の抱き合わせ巻．

（一つ一つの説明）

【3巻】近畿班．もうちょっと他の人を入れる．農業や稲作が弱い．でもここは強くならないだろう．地球研には佐藤洋一郎という米や農業をやっているプロジェクトがあるので住み分けも考えないといけない．歴史も弱いので月一くらいで勉強会をしたい．

【4巻】日本の端同士を合わせるのはけしからんという意見もあったが、安渓先生の努力で同意していただいた．でもより細かい並列関係もあるのではなかろうか．単純に辺境だからということではなくそれを越える南北をつなぐ部分を見つけてほしいという宿題を 出している．

【5巻】里山ではなく奥山の特徴を考えてもらおうとしている．

【6巻】会議のときに人がいなかったのでよく考えられていない．後から考えても間に合うと思っているのでやります．

安渓：今日は、昼ご飯をたべながら第4巻の担当者会議をやりました。有意義でした。内容紹介は田島先生お願いします。

田島：沖縄と北海道を一緒の巻にする場合には、どういう問題があって、北海道班でいままで検討してきた結果、今まで私が湯本先生からご提起いただいた「賢明な利用」ということでがんばってきた。できれば森林と人間との関係、北海道ではそのなかでもとくに特化して、魚つき林と人との関係を一生懸命やっている。四苦八苦しながら資料を探しているが、なかなか出てこない。魚つき林からひろげて河畔林、鮭、いろんな問題が出てきた。そのなかで湯本先生が提起された問題から離れないようにということを堅持しながら今までやってきた。そうすると沖縄班と一緒の巻にした場合、どのくらい整合性がもてるのかが問題になった。そういうのは外してしまって同じような共通の問題、ジュゴンに対して北海道はラッコやオットセイだとか　ほかの問題でも、共通項であれば昆布の交易、北海道では昆布を採って、沖縄を経由して中国に行っている。そういう形で課題設定していくと整合性を持って北と南をくっつけることができる。そうすると非常に魅力的な提案で、日本史をやってきているので、どちらかというとトピックをピックアップしていって、その問題をいろいろやるのもひとつの手だと思う。最初の話に戻ると、「賢明な利用」の問題とか、最初の宿題にあった人と森の関係という話との整合性はどういう風に考えたらいいのか？

湯本：「賢明な利用」、天然資源の利用に関するガバナンスの問題は、どっちにしても扱える。魚つき林の話は10月にシンポジウムをしていただけるんですよね、共同研究をしていただくというのは、ひとつの成果を出すことだと私は思っている。違うような話も入れていただいて、というのは大いに構わないと思う。テーマとして「賢明な利用」というのはあくまでも「　」つきなのでね。重層するガバナンスのなかでの問題。そこんところは魚つき林の話ももちろん活かしていただいて、もともと得意な分野の話も入れていただければいい。

安渓：昆布、ニシンのように重要欠くべからざるものの資源量と利用の歴史は、少なくともイントロとかには入れてください、ということと。王様の家族しか食べられないジュゴンとか清朝の官吏の制服に使ったというクロテンの毛皮のような特別の価値をもった少ししか資源量のないものがガバナンスの変動期に絶滅していくというような共通の視点にたつ話題もあればいいね。という話ができて、今日は大分安心しました。

右代：北海道班の研究のスタートの段階をあまり気にせず、北海道班と沖縄班で話し合ってひとつの巻を完成させる、ということですよね。

湯本：田島先生という漁業経済史の方と組む段階で、ニシンの話はそれ自体の加工だけではく木材の利用という発想があって、それに対して魚つき林という資源を使えば使うほど森がなくなるということもありつつ、逆にとどめることもなかったのかという話で、魚つき林のことがでてきた。それはむちゃくちゃこだわらなくてもいいと私は思っている。

佐久間：近畿は消費地でもあるが、近畿班では消費サイドの話は抜けている。生産基盤ばかりみていて、田舎は生産だけして消費はしてなかったわけではないけど、消費の話にどう目を向けたらいいか、漠然と不安を感じている。

湯本：それはみんなで考えましょう。

　つづいて出版社の話。

湯本：岩波書店に聞きました．自前の編集者が自前に執筆者を選びたいのでこのままでは受けられない．文一はもともといい企画といってくれている．昭和堂．よそに頼んでだめだったらねというと怒っていた．ミネルヴァ，弘文堂はあたった．小学館・講談社にはまだあたっていない．どこに聞いたらいいのかわからない．吉川弘文館などの編集者なども知り合いを紹介してほしい．

安渓：はやく言わないと大手の出版社でも倒産するかもよ。

湯本：大事な今日の話は、3番目の全体会議の企画と構成のことです。これまで2年間は進展状況を発表していただいた。多くのメンバーが参加したいと思える企画を考えたい。なにかアイデアはないでしょうか？

安渓：第1巻とか第2巻とか、巻ごとのシンポジウムをやる？自分の首を絞める提案だけれども。

田島：大学入試でその辺の日程はいろんな予定が入ってきている。大学の用事に重なると参加できないので、日程を調整していただけると。

湯本：日にちは決っています。田島先生のとなりに代理の方がちゃんといらっしゃるので。来られなくても恨みませんので大丈夫です。抽象概念についてそれぞれの結果をまとめてもらうこともできますよね。

安渓：第1巻と第6巻のメモがこの資料に出ていないが、どうしたのか？作業が遅れているなら、12月の全体会議をそれらの巻の編集作業を助けるような内容でやればいいのでは。

湯本：第1巻は手法別の巻で、最後に第6巻は管理とか総括とかの話が来る。

佐久間：そういうシンポジウムは面白いと思う。各班別のシンポはうちもやったし、1巻、6巻の目線で人を集めてシンポジウムをやるのは面白いと思う。聞きたいことを募ってやればいい。各班の発表はそれはそれでやる。

湯本：そのメモを見返して、6巻本で逆にみなさんでこういう視点でしゃべっていただけないか。

安渓：6巻で出てきそうな概念で、確かこんなのが出ていたとか、「これだけは」というものを前に書いてください。

（松田保存ファイル：4月のコア会議時点のもの）

湯本：市場経済の問題点を考えて、未来への提言へいこうという構成。そのあと書き方としては変えていこうということになった。

安渓：「両刃の剣」って表現はこわそうですね。

湯本：テーマとしては「賢明な利用」とか多様性とか、自然はだれのものか今何が脅威なのかという話で、それを踏まえて最後には市場原理と社会制度の解明ということが書いてある。

安渓：シンポジウムのディスカッションで出てくるんでしょうけど、「またか」と思う人が多い内容。多様性の意義、自然は誰のものか、など。

湯本：歴史の方はコモンズは表面的と思っているが、入会の問題は非常に複雑で、できてきた過程も場所によってちがうと思う。入会は例の地租改正で一旦国のものになって、払い下げられたときに共有になるか個人のものになるかという話。

田島：昨日の春田さんの話もそうだった。

湯本：さて、12月には何をしましょうか？

？：12月はいつ？

湯本：日にちは６・７日です。これない方もいるが、流れとしてはさっきみたいなテーマに沿って各班から誰かにまとめてもらう、ということを考えてもらいましょうか。手法班は手法班でやりましょう。

　では月にいちどのご挨拶メールで、みなさんにまたどういうふうにお伝えするか考えていきます。

矢原さんとか2010年ものはまじめにやろうとしているので、名古屋でみなさんの成果もぜひ使わせていただきたいと思います。

辻野：全体集会の話、もう一度整理してください。

湯本：手法班は手法班でそれぞれのテーマに即した成果を出していただく。最終氷期最盛期の植生図、それから辻野・石丸など地球研のいろんな人たちに頼んでいるmapがある。既存のデータベースから地図を作っているものがある。そういうものをみなさんにご披露しようかなと思っている。

あと地域班のほうは、「賢明な利用」とか「環境ガバナンス」とかの問題設定は、こちらからテーマをあげさせていただいて、研究のユニットが班なので、班から誰か出て発表していただこうと思います。去年よりもテーマを明示する。

辻野：どの地域班がどういうテーマになるかは今言わないんですか？

湯本：それは、また。

高原：古生態班ですけれども、最終氷期最終期の植生図ですけれども、今日のシンポジウムでも関係したように、いろんなものを考える背景になると思う。九州についてプリントを今日配ったように植生変遷をやっている。中部班のところでも今年資料を分析している。近畿班についてもかなり細かくわかってきている。サハリンでもやっている。あるところはある、となっているが、それはどのように表現したらいいか。

湯本：地域班ごとに環境史年表を作るので、そこでぜひ花粉のデータを生かしてください。

高原：12月の時には古生態班でどういうものができているかをお知らせしたらいいということですか。

湯本：それに人口学の成果を入れたい。日文研の成果があるのでみてみたい。

飯沼：環境史年表の担当者は上野君に頼もうと思う。歴史考古学だし、若いし、両方の条件を満たしていると思う。

矢原：第6巻が心配なんですが、鷲谷さんがいうところの，西洋人は対立的，日本人は和合的といっているが，ホントにそうなんだろうか、日本人の自然と人間の関係史はそんなもんかという問題意識があってwise useを考えてみようかという話だった。Traditional knowledgeに対して日本はどうか、日本人の自然利用がもっている、いいところわるいところを整理して、未来への提言につなげていこうという話に前回はなったが、その後ぼやけてしまったところがある。ぶれないような方針を出してほしい．

湯本：日本政府は里山イニシアチブなることを言っている。やっぱりそのことは、ここである程度、それに対していろんなどういう事実があるかということをここで集約したいと考えている。賢明－非賢明は相対的なものだし、ずっと賢明ということはない。実際の歴史はちがう。そういうことをリアルに出したいなという気がしている。暗に里山イニシアチィブということに代表される分かりやすいやつに対しては、そんな分かりやすい話ではないということは出していきたいし、そこは私は個人的にはブレていない。そこはもうちょっと考えてまたメールいたします。今度の10月1日のご挨拶で。

松田：「里山イニシアチブ」をどうするんだ．

湯本：いろいろ里山についていい点を言っている人はいるけれども，わたしは「どうかな？」と思っている．

矢原：ちょっと集まったほうがいいんでないの．

佐久間：ぼくは湯本先生がそういうことを90分バージョンでしゃべってもいいと思う。

安渓：90分はちと長いので60分ぐらいにしませんか。

湯本：じゃあこうしましょう。どうしようかな。6巻の構成としてわたしがこれまでみなさんから勉強したことを踏まえてどう考えているかということを全体集会で60分話す、というのはどうでしょう。

佐久間：それは1巻の構成なり6巻のまとめになる。

飯沼：湯本さんの話があって、あとは環境史年表の話があって、手法班の話があって、あとは？

湯本：地域班はどうしようかな。

飯沼：地域班は環境史メモは今までに出していますよね。たたき台になるものをもう一度、古生態，古人骨班，環境史年表，地域班、担当者が決まったんだったら、今までの成果をそこに反映できる環境史年表を担当者から出してもらう。二つを組み合わせたところで作り直さないといけない。

安渓：環境史年表の標準的なボリュームをだいたい決めていただいてそれに揃えていく方向にしていただかいただかないと。奄美・沖縄班が出したたたき台は膨大なものだったから。

飯沼：全体の賢明な利用、　里山だったら里山的な、里山なら時間軸がものすごい長い．そうでないというものも環境史年表にも反映させなければいけない。賢明な利用がはじめからあったわけではないので、何回も失敗しながら色々模索しながら賢明な利用が形成されてきて今に来ているということを年表に反映させる。それがどういうものかをまとめられると、来年の本作りが少し見えてくるという感じがしている。

湯本：各地域班の扱いはまたよく考えておきます。ほかにご意見ご要望は？

右代：12月の全体会議までに、環境史年表ＷＧは何回くらい集まりますか？

湯本：2回か3回くらい。最初にがっとやって、宿題をまたもちよって、ですかね。だから身動き取れやすい若い人をといっています．

安渓：地球研のヒアリングはないんですか？

湯本：それがあるんですよ。内部の発表会だけで外部の委員会ではないんで問題はないんですけれども。外部の評価委員会では、うちのプロジェクトはきわめて順調に進んでいるという評価です。

安渓：なぜだろう？実力以上に評価されても辛いな。

湯本：各地域でシンポジウムをしていただいてありがとうございます。あとは東北班やなあ。

奄美沖縄班は２月に地球研の経費をゲットして名護でヤンバルの話でやります。来月は北海道班が開拓記念館でやっていただくし、サハリン班も今度11月にやっていただく。近畿班もこのあいだ宮津でやっていただいたし、九州班のもちろん今回のこれも今年最大のイベントでした。

湯本：それから髪の毛採集のお願いを。

石丸：（配布用紙説明）日本列島での食性の地域性を理解したい．料金受取人払いでアンケートとサンプリングセットを配ってほしい．地元に根ざしている方のデータがいい．地域性の出やすいサンプルがほしい．

佐久間：いまのままだと対面式じゃないと受け取れない．戦略を練らないといけない．

安渓：水俣だと水銀量がわかる検査をただでしてくれる．サンプルを供出して自分の位置がわかるようになっているほうがよいのでは。

松田：どんな資料がほしい、たとえば漁村とか。

湯本：それはほしいですね。

石丸：今までは学生さんが多かったので、できればずっとその地域に住んでおられる方がいい。

松田：ある地域のそういう集団のサンプルがいくつほしいの？

飯沼：教育委員会とかが来ていたところに頼んだら早かったのに。「こういうサンプルがほしいんですよ」と言えば。

湯本：ちょっと戦略を考えてから。

佐久間：これを置いておけば大丈夫、というものをつくらないと難しい。今の状態だと対面方式じゃないと無理。それを各班に頼まれても、シンポジウムのときに誰か余分に一人はついていないといけなくなる。

安渓：水俣には毎週一回だけだがあなたの髪の毛の水銀量をただで計って、全国の平均値と比べられるというサービスがある。だけど今回はいいことは何もないように見える。

湯本：要は、個人情報を集めないようにしている。ＨＰが見れるという環境がいるけれども。

安渓：なにかエサがないと、協力してもらいにくい。そういう説明書きはないの？

松田：みんなに安定同位体の説明のスライドかなにかくれると。

安渓：そういうスライドを例えば3枚くれるといい。

湯本：コンビニ食を食っていると、Ｃ４が多くなるので分かるそうです。

安渓：それはいい。もうちょっとアトラクティブなビラにしないと食い付きがよくないかも。

湯本：今回は、飯沼先生どうもありがとうございました。　では解散です。

